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人
間
は
、
森
林
を
切
り
開
い
て
農
耕
等
を
営
み
都
市
を

築
き
文
明
を
創
造
し
て
き
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
過

程
で
森
林
を
使
い
盡
く
し
て
亡
ん
だ
文
明
が
あ
る
。

　

今
ま
た
現
代
工
業
文
明
は
、
こ
の
悲
劇
を
地
球
規
模
に

増
幅
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
即
ち
、
一
方
で

は
地
下
埋
蔵
の
石
炭
、
石
油
―
人
類
の
誕
生
以
前
に
地
上

に
あ
っ
た
森
林
な
ど
―
を
掘
り
出
し
て
燃
や
し
て
Ｃ
Ｏ
２

を
放
出
し
、
他
方
で
は
今
地
上
に
あ
る
森
林
を
伐
採
し
て

Ｃ
Ｏ
２

吸
収
源
を
減
ら
し
、両
々
相
俟
っ
て
地
球
温
暖
化
を

加
速
し
、
地
球
環
境
を
破
壊
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
を
喰
い
止
め
る
た
め
一
九
九
二
年
リ
オ

の
地
球
サ
ミ
ッ
ト
で
三
つ
の
取
極
め
が
合
意
さ
れ
た
。
即

ち
、①
Ｃ
Ｏ
２

等
の
排
出

を
抑
え
地
球
温
暖
化
防

止
を
目
ざ
す
気
候
変
動

枠
組
条
約
、
②
生
物
多

様
性
条
約
、
③
森
林
原

則
声
明
で
あ
る
。
し
か

し
①
、
②
の
成
否
の
鍵
を
握
る
と
い
っ
て
よ
い
③
は
、
利

害
対
立
か
ら
条
約
に
な
ら
な
か
っ
た
。
持
続
可
能
な
森
林

管
理
の
合
意
づ
く
り
の
努
力
が
続
い
て
い
る
。

　

さ
て
、�地
球
温
暖
化
防
止
の
実
効
を
挙
げ
る
た
め
、一
昨

年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
で
歴
史
的
な
京
都
議
定
書
が
採
択
さ
れ
た
。

先
進
国
は
二
〇
〇
八
年
―
一
二
年
の
年
平
均
で
Ｃ
Ｏ
２

等

の
排
出
量
を
一
九
九
〇
年
の
排
出
量
よ
り
も
一
定
比
率
削

減
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
日
本
の
削
減
率
は
六

％
で
あ
る
。

　

こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
対
策
は
、�
省
エ
ネ
強

化
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
、
そ
の
他
様
々
の
努
力
に
よ
る

Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
、�
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
源
で
あ
る
森
林
の
造
成
、

�
補
完
的
に
排
出
量
取
引
等
、
で
あ
る
。

　

以
下
、�
の
森
林
に
つ
い
て
見
よ
う
。
京
都
議
定
書
第

三
条
で
九
〇
年
以
降
の
新
規
植
林
、
再
植
林
、
森
林
減
少

に
よ
る
排
出
ま
た
は
吸
収
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２

の
純
変
化
量
を

目
標
達
成
の
計
算
に
勘
案
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
政
府
は
、

現
在
、
そ
の
分
と
し
て
〇
・
三
％
の
削
減
を
見
込
ん
で
い

る
。
ま
た
、
二
〇
一
〇
年
頃
の
日
本
全
体
の
森
林
等
に
よ

る
純
吸
収
量
は
三
・
七
％
程
度
と
推
計
さ
れ
る
の
で
、
今

後
森
林
の
吸
収
量
の
具
体
的
算
定
方
法
等
に
つ
い
て
国
際

会
議
で
詰
め
る
際
、
追
加
的
吸
収
分
を
確
保
す
る
よ
う
努

力
す
る
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
森
林
は
、Ｃ
Ｏ
２

吸
収
源
と
し
て
重
要
で
あ

る
が
、
同
時
に
災
害
防

止
、
水
源
涵
養
な
ど
の

公
益
的
機
能
も
多
い
。

　

日
本
は
、
国
土
の
三

分
の
二
を
森
林
で
覆
わ

れ
恵
ま
れ
て
い
る
。

人
々
は
、
鎮
守
の
森
を
囲
み
木
質
の
生
活
環
境
と
文
化
の

中
で
育
ち
、
心
身
の
健
康
を
保
っ
て
き
た
。
森
林
は
日
本

人
に
と
っ
て
単
な
る
経
済
財
で
は
な
く
、
環
境
保
全
財
で

あ
り
伝
統
文
化
を
支
え
る
財
で
あ
る
。
し
か
し
今
や
外
材

輸
入
増
加
の
反
面
で
放
棄
林
な
ど
林
業
は
苦
境
に
あ
る
。

　

林
野
行
政
の
姿
勢
も
山
林
の
多
面
的
機
能
重
視
へ
と
変

わ
り
始
め
た
。
国
民
も
森
林
の
重
要
性
に
目
覚
め
始
め
た
。

リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
自
然
学
習
だ
け
で
な
く
、
造
林
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
盛
ん
に
な
り
、
さ
ら
に
山
林
の
恩
恵

を
受
け
る
者
が
保
全
コ
ス
ト
を
負
担
す
る
意
識
、
木
質
伝

統
文
化
を
守
る
自
覚
が
高
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

（
農
中
総
研
理
事
長　

清
水　

汪
）
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